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1. は じ め に

気象庁は� 気象業務法に基づき� 火山活動の監視およ
び火山情報の発表を行っており� 活動火山対策特別措置
法で定められた� 火山現象による災害から国民の生命お
よび身体を保護するための情報を� 関係都道府県知事に
通報する義務を負っている� また� 火山噴火予知連絡会
の事務局は気象庁におかれており� そこでの火山活動に
関する評価は� 火山情報として� 気象庁が社会へ発表し
ている�
前回 �第 3回�の火山噴火予知シンポジウムにおいて�
西出 (1997)は� それまでの気象庁の火山観測および火
山情報の課題について� 次のように整理した�

(1) 火山観測に関する課題

震動観測における観測環境の悪化を克服するための観

測強化� 巡回観測の運用の弾力化および多項目化� 三宅
島のような短期前兆を把握するための中期的な視点での

観測強化の必要性�
(2) 火山情報に関する課題

噴火シナリオの作成による情報発表基準の見直し� 噴
火活動の特徴に合わせた情報の発表� 緊急的な情報発表
の体制作り�
以上の課題を踏まえ� 第 6次火山噴火予知計画 �1999

�2003年度� において� 気象庁は� 次のような取り組み
を進めることとなった�

(1) 観測体制の強化

常時観測火山監視強化 �特に� 三宅島監視体制強化��
監視対象火山拡大� 機動観測の機能強化� 地域火山監視
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センタ�的機能の検討�
(2) 火山情報の向上

火山噴火予知連絡会の機能強化� 研究機関との交流�
火山情報の質的向上� 定量的評価手法 �火山活動度のレ
ベル化� の導入�
また� 気象庁に対しては� 火山異常時の自治体への積
極的かつ具体的支援を求める意見も強い �例えば�太田�
1997��
本稿では� 以上のような課題に対して行った近年の気
象庁の取り組み� 特に� 有珠山�三宅島噴火における取
り組み� 火山監視�情報センタ�の設置と観測の強化�
火山情報の向上の取り組みについて紹介する�

2. 有珠山�三宅島の火山活動への対応
2000年の有珠山�三宅島の火山活動に際しては�気象
庁は� これまで以上に重要な役割を果たす責任を負っ
た�
有珠山では� 2000年 3月 27日から地震活動が始まっ

た� 札幌管区気象台および室蘭地方気象台は� いち早く
その状況をつかみ� 関係機関に連絡し� 28日未明に火山

観測情報�臨時火山情報を発表した� 29日には� 	噴火の
可能性が高い
 旨の火山噴火予知連絡会拡大幹事会の見
解を緊急火山情報で発表し� 事前避難のきっかけを作っ
た� 緊急火山情報を噴火前に発表したのは初めてのこと
であった� 活発化する地震活動や地殻変動�亀裂の出現
に際して� 緊急火山情報を続けて発表し� 31日 13時 07

分に最初の噴火を迎えた�噴火開始後 31日夕�災害対策
基本法に定められた国の非常災害現地対策本部が初めて

設置され� 国を挙げての防災体制がとられることになっ
た� 伊達市役所内におかれた現地対策本部には� 多くの
省庁が集まり� そこは 	ミニ霞ヶ関
 とも呼ばれ� 自治
体などの対策本部と協力して� 様�な防災対応が現地で
決定される体制ができあがった�気象庁も�現地に 10名

程度のスタッフを派遣し� 防災対応に係る火山活動や気



象状況の解説� 火山噴火予知連絡会有珠山部会の運営
等� 積極的な役割を果たした� 札幌管区気象台には� 暫
定的に �火山監視センタ�� が設置され� 一時帰宅等の
オペレ�ションは基本的にはセンタ�の火山監視下で行
われた �山里� 2000; 山里� 2001a�� 火山観測の面でも�
噴火開始後GPS観測を初めて気象庁として火山監視に

活用し� 空振の多点観測なども行い� これらのデ�タは
活動推移の把握に役立った� また� 火山噴火予知連絡会
有珠山部会事務局として� 活動評価に係る規制区域内で
の火山観測について� 大学など各研究機関の要望を受
け� 対策本部�自衛隊�警察�消防等との折衝にもあ
たった�
一方� 三宅島では� 2000年 6月 26日 18時過ぎから地

震活動が始まり� 気象庁は緊急火山情報を 19時 33分に

発表した� 火山活動は� 当初予想した山腹割れ目噴火に
至らず�海底噴火そして山頂の陥没�大規模な山頂噴火�
火砕流に発展し� 三宅島は全島避難となった� 火山活動
は予測どおりに進まなかったものの� 第 6次火山噴火予

知計画でも指摘されていた観測強化を前年度事前に行っ

ていたことで� 初期の地震活動の迅速な把握が可能と
なった�
三宅島でも� 全島避難後� 東京都の現地対策本部に支
援チ�ムを派遣し� 火山活動などの解説にあたるととも
に� 島内作業時には� 気象庁本庁において� 火山活動監
視を行い� 防災無線による定時連絡を実施してきた� ま
た� 三宅島では全島避難直後� 停電などにより既存の観
測機器が全く使えない事態となったため� 気象庁は� あ
らかじめ一部の観測点を発電機や太陽電池� 大学の協力
も得て衛星テレメ�タを活用して強化し� 無監視状態と
ならないよう懸命の努力を行った� 二酸化硫黄の大量放
出という事態に対しては� 産業技術総合研究所地質調査
研究グル�プや大学の指導を得て� COSPEC �相関スペ
クトロメ�タ� による二酸化硫黄の放出量の観測をル�
チン化した� COSPEC観測の結果は� 三宅島の火山活動
評価のための極めて重要なデ�タのひとつとなってい
る� また� 火山噴火予知連絡会に三宅島総合観測班が設
置され� 気象庁はその事務局として� 有珠山と同様に�
活動評価に係る島内での火山観測について� 各機関との
調整にあたっている�
なお� 有珠山� 三宅島については� 火山噴火予知連絡
会のワ�キンググル�プで� 噴火シナリオの検討が事前
に行われており� その結果が� 迅速な情報発表に大いに
役立った�

3. 火山監視�情報センタ�
気象庁は� これまで� 主な火山を対象に� 最寄りの気

象官署 �気象台や測候所� に定員を配置し常時観測を実
施し� 火山監視�情報発表を行ってきた� そして� その
他の火山については本庁および札幌�仙台�福岡各管区
気象台の火山機動観測班による巡回観測を定期的に実施

してきた� しかしながら� 火山担当の定員は少なく� 一
部を除き常時観測対象火山 1火山あたり 1名体制であっ

た� 少ない定員が方	に散らばって配置されていたので
は技術の継承やお互いの技術研鑽のための切磋琢磨が困

難であり� 火山監視を専門とするセンタ�の設置が望ま
れていた� このようなセンタ�の設置は� 第 6次火山噴

火予知計画にも盛り込まれた� そして� 火山監視や評価
を円滑かつ効率的に実施するため� 火山観測デ�タを集
中処理する �火山監視�情報センタ�� �以下� �セン
タ�� と呼ぶ�� を本庁と札幌� 仙台� 福岡各管区気象台
に設置し �2001年 10月�� 2002年 3月から運用を開始し

た �山里� 2001b��
センタ�は� 交替制で 24時間デ�タ監視�処理に携
わる要員� 火山機動観測に携わる機動観測班� デ�タの
解析�調査に携わる解析担当要員などからなる� これに
より� センタ�において火山担当だけでの 24時間火山

監視が実現し� センタ�でデ�タの解析評価を行い� そ
の結果を火山情報として発表することになった� 活動が
活発化した場合は� 有珠山や三宅島の場合と同様� セン
タ�から現地に要員を派遣する� なお� 日常的に活動が
活発な火山についてはこれまでどおり火山担当を最寄り

の気象台や測候所に配置し� 火山観測や防災対応にあた
ることになっている� 特に� 鹿児島県内の桜島等の火山
については� 従来どおり鹿児島地方気象台が火山情報の
発表業務を行っている�
また� これまで遠望観測 �主に目視による噴煙などの
観測�� 震動観測 �地震計による火山性地震や微動の観
測�� 現地観測 �噴気地帯や温泉の温度やガスなどの観
測� の 3本柱で行ってきた火山観測の種目についても見

直しを行った� そのうち� 遠望観測については� 高感度
カメラによる動画監視に順次切り替えている� 近年の技
術進歩により� 高感度カメラは夜間での月明かり程度で
昼間同様の映像が得られるようになっており� 三宅島で
は� 夜間でも有色噴煙の確認ができるまでになっている
(Photo 1)� 地震観測については� 火山機動観測の弾力的
運用により� 主な火山については多点化を図っている�
また� 2000年度から 2001年度にかけてGPS観測 �1周
波� 一部は 2周波�� 空振観測 �低周波マイクロフォンに
よる空気振動の観測� を全ての常時観測対象火山に導入
した� 現地観測についても� 火山機動観測の一環として
位置づけ� これまでの観測項目に加え� 全磁力観測や
GPSの繰り返し観測などを導入しつつある�
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4. 火山情報の種類

火山情報についても� センタ�運用に際して一部変更
を行った�
これまでは� 最寄りの気象台や測候所が発表してきた
火山情報は�センタ�が発表することとし�気象庁本庁�
札幌� 仙台� 福岡各管区気象台が発表する� 鹿児島県内
の火山だけは福岡管区気象台と鹿児島地方気象台が連名

で発表することになった�
気象庁 �センタ�� が発表する火山情報は� 緊急火山
情報� 臨時火山情報� 火山観測情報の 3種類である� 緊
急火山情報は� 生命�身体にかかわる火山活動が発生し
た場合あるいはそのおそれがある場合に発表する� 臨時
火山情報は� 火山活動に異常があった際注意喚起のため
に発表する� 従来� 火山観測情報は� 緊急火山情報� 臨
時火山情報の内容を補完するのを主な目的として発表し

てきたが� これまで軽微な火山活動の変化に対しても発
表してきたことも踏まえ� 緊急火山情報や臨時火山情報
発表にまで達しない火山活動の変化に対しても発表する

ことを規則に明記した� また� 火山噴火予知連絡会の統
一見解は� 従来原則として臨時火山情報によって発表し
ていたが� 今後はその内容に応じて火山情報の種類を決
定するようになった�
これまで常時観測対象火山に対してだけ定期的 �火山
により毎月あるいは年 3回� に発表してきた �定期火山
情報� は� センタ�の運用開始後は �火山活動解説資料�
�毎月公表� に発展的に解消された� 対象も� 従来の常時
観測対象火山だけでなく� 火山機動観測で連続的に監視
を行っている火山 �例えば� 2002年 4月現在� 岩手山�
富士山� 薩摩硫黄島� 口永良部島� 諏訪之瀬島で継続的
な機動観測を実施している��なども含むことにした�火
山活動解説資料は翌月上旬に公表し� 防災機関や報道機
関に送っている� また� 同時に本庁においては� 気象庁
記者クラブに対して� 全国の火山活動の状況について説
明をしている�
気象庁は� 上記の火山情報や火山活動解説資料以外に
も� 週間地震火山概況を毎週� 地震火山月報 �防災編�

を毎月発行している� これらは防災機関や報道機関等に
配布している� 例えば� 2000年秋から深部低周波地震の

多発した富士山については� これまで火山情報は発表し
ていないが� 週間概況や月報には適宜掲載しており� そ
の内容はマスコミや自治体へも伝えている�

5. 火山情報の伝達

センタ�で発表した火山情報は� 地元の地方気象台な
どが� 都道府県などの自治体� 警察や消防などの防災機
関� 報道機関に伝達する� 住民へは� 地元自治体や報道
機関を通じて伝達される� 気象庁は� ネットワ�クを用
いて各機関へ即座に様	な防災情報を伝達する �防災情
報提供装置�を 1999年度から稼働させており�火山情報
は� それを用いて伝達している�
また� 有珠山噴火以来� 火山活動の状況を気象庁ホ�
ムペ�ジに掲載する試みを行っている� これまで� 気象
庁ホ�ムペ�ジには� 報道発表資料を掲載するという形
式で� 三宅島の火山情報や火山噴火予知連絡会の報道発
表資料を掲載してきた� IT時代の今日� 気象庁ホ�ム
ペ�ジは通常時でも 1日当たり 50万件程度のアクセス

数があり� 気象庁ホ�ムペ�ジのコンテンツの充実を要
望する声が強かった� 庁内で検討を行ってきた結果�
様	な気象情報を積極的にホ�ムペ�ジに掲載する方針
が打ち出され� 今後は� 全ての火山情報や火山活動の状
況を即時的に掲載していく予定である�

6. 火山活動度のレベル化

これまでの火山情報は� 文章表現であるため危険度や
警戒の必要性が迅速に理解しにくい� 情報の有効期限が
ないので火山活動の低下の判断が困難と指摘されてき

た�
例えば� 桜島では� B型地震の群発が南岳の山頂噴火

活動の活発化につながるという経験則が得られており

�例えば� 西� 1984�� これまでも噴火活動の活発化に先
行して鹿児島地方気象台が臨時火山情報を発表したこと

がしばしばある� しかしながら� 臨時火山情報発表によ

Photo 1. An example of night video image of a summit eruption at Miyakejima obtained by a high sensitivity

camera.

火山活動の監視と社会への情報伝達 117



り火山活動のレベルが上がったことは知らせても� それ
がどの程度続くのか� あるいは続いているのかを明確に
示してこなかった�
気象庁では� 火山噴火予知連絡会のワ�キンググル�
プの提言をうけて� 火山活動度レベルを各火山について
発表することを検討している� 第 6次火山噴火予知計画

でも� 浅間山� 伊豆大島� 阿蘇山� 雲仙岳� 桜島の 5火

山で� 火山活動度レベルの導入の試行を行うとされてお
り� これまでその判定基準等の検討を行い� 現在� その
5火山について� 部内での試行を行っている�

現在部内試行を行っている基準案 (Table 1) によれ

ば� 活動度レベルは 0�5の 6段階に分けられる� そし
て� それぞれのレベルに対応する火山活動やその判断基
準を� 火山ごとに設定し� 検討を続けている� Fig. 1 に

仮に決めたパラメ�タにより算出した桜島の火山活動度
レベルの変化例を示す �あくまで仮に決めたパラメ�タ
によるものであることに注意�� レベルを明示すること
により� 現在の火山活動度レベルがより判りやすくなる
ものと期待される�
今後� レベル判断基準の精査を続け� 自治体などの防

Table 1. An idea of general definition of the volcanic activity level.

Fig. 1. Volcanic activity and an example of volcanic activity level of Sakurajima volcano since 1965 to 1993. (a)

Daily number of volcanic explosions. (b) Daily maximum amplitude of volcanic tremors. (c) Daily total

duration of volcanic tremors, and (d) daily number of volcanic earthquakes. (e) An example of the volcanic

activity level that was calculated using a temporal formula with these parameters.
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災関係機関と協議を進め� 自治体なども含めた本格的な
試行� 実用化に向け作業を進めていきたいと考えてい
る�

7. まとめと今後の課題

火山の監視� そしてそれを防災に活用するための火山
情報の発表という気象庁の火山業務の 2つの柱を強化す

る目的で� 火山監視�情報センタ�を立ち上げた� しか
しながら� 今後はその中身の充実が課題である�

(1) 観測の強化

この数年にわたり� 火山機動観測の運用の弾力化によ
り� 例えば北海道の 5常時観測火山については地震観測

点の複数点化を進め� 薩南諸島での震動監視を開始し
た� 火山活動の活発化が見られた岩手山や磐梯山などで
観測強化を行ってきた� しかし� 震動観測点がまだ 1点

しかない火山や連続的な監視観測を行っていない火山も

多い� 火山の活動度を踏まえて順次観測体制の強化を進
める必要がある� その場合� 研究機関�大学など他機関
の協力も得ながらそのデ�タの活用もできる限り行いた
いと考えている�

(2) 監視評価機能の向上

火山を監視あるいは解析する機能の強化� 人材の育成
も大きな課題である� 普段の火山監視や資料作成� 研修
や議論を通じて� センタ�に集まった職員がお互いに切
磋琢磨し� 知識�技術の向上に努めていくつもりであ
る� 一方� 三宅島などにおいては� 大学や研究機関と共

同で様�な観測を行っており� COSPEC観測など研究機

関からの技術移転も進めている� 他の火山においても�
大学や研究機関との交流を通じて� 気象庁の火山監視�
評価機能の向上を図っていく必要がある�

(3) 火山情報の高度化

火山情報については� 現在検討を進めている火山活動
度のレベル化をなるべく早く本格的に試行させ� 今後他
の火山に適用するための具体的基準の検討に入っていき

たい� また� 科学技術振興調整費研究 �富士火山の活動
の総合的研究と情報の高度化� の中で� 気象庁は� 火山
情報の高度化のため� 住民や防災機関などユ�ザ�が使
いやすくわかりやすい火山情報のあり方の検討も進めて

いる� この中では� 防災機関などに対しての火山情報の
内容や伝達方法等についてヒアリング調査やアンケ�ト
調査を通じて意見を聞いており� その結果を受け� 火山
情報の改良につなげていきたいと考えている�
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